
－－市の人口と世帯数-－

9月1日現在 前月比

｜ 人口 31, 594人 （－20)

’ 男 15，482人 （-18）

’ 女 16， 112人 （－2）

｜ 世帯 8，707世帯 (-20)
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牛
も
参
加
し
た
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

10月号
No. 223

蕊磯
高萩市市民憲章

自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

蕊
蕊
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申
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１
１
１
１
１

皿

軸

期

ー
蒋
叩

無
事
故
を
願
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け

市
民
総
参
加
の

交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
を
展
開

綴
懲

燕

4評

・

高

萩

地

区

交

通

安

全

協

会

（

会

長

鈴

木
藤
太
｝
で
は
、
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
、
今
年
の
７
月
か
ら
弘
年
６
月
ま

で
住
民
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
山
な
み

に
こ
だ
ま
す
る
二
父
通
安
全
や
ま
び
こ

運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
子
ど
も
、
お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
「
ヤ
ッ
ホ
ー
や

ま
び
こ
運
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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齢
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》

》

癖

垂

》

一

ー

錘

交
通
少
年
団
高
萩
団
代
表
は
、
日
ご

ろ
世
話
に
な
っ
て
い
る
高
萩
警
察
署
、

滝
川
医
院
、
油
防
本
部
を
慰
問
。
感
謝

を
こ
め
た
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

鍵秋
山
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
皮
で

作
っ
た
手
づ
く
り
の
〃
交
通
安
全
バ
ッ

チ
″
を
全
児
童
に
配
付
。
「
や
ま
び
こ

連
動
」
に
協
力
し
ま
し
た
。

鴬

識
茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151.1152です。
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の中 市中小企業労働者共済会
（市商工課内）では、労働

資小
組合のない中小企業で働く

金企
方為につぎのとおり資金の

を業
貸付を行っていますから、

貸労
お気軽にご相談ください。

し働 結婚､出産､教育や住宅建設

ま者 自動車購入などあらゆる消

す 費目的に利用できます。

▲貸付種別別表のとおり

▲申込先高萩市中小企業労働者共済会

（市役所商工課内･電話(3)2111内線264)
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自衛隊のみなさんこ．苦労さま

君田小・中学校の

敷地造成工事が完成

鱸

蕊

第
一
幼
稚
園
・
高
小
体
育
館
の

建
設
工
事
も
す
す
む

』
；

種別 貸付金額 年利率｜ 返済方法

住宅資講|L000万門まで' ;畿｜確駕
１
１

詞〆

11回払い
23回払い生活資金’ 50万円まで' 960%’｜

’育英資金｜ §0"円烹で| 720%|f臘簿” 9月6日の竣工式で、感謝状を手渡す鈴木市長
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高
萩
市
立
君
田
中
学
校
及
び
君
田
統

合
小
学
校
建
設
敷
地
の
造
成
工
事
が
完

成
し
、
さ
る
９
月
６
日
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
造
成
工
事
は
、
さ
る
７
月
５
日

か
ら
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
施
設
教
導

隊
高
萩
作
業
隊
の
肥
後
一
尉
外
娼
名
が

上
君
田
に
駐
屯
し
、
加
台
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
を
使
っ
て
切
土
埋
立
工
事
を
進
め

て
い
た
も
の
で
す
。

造
成
土
量
は
、
約
哩
万
５
，
０
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
９
月
詔
日
に
完
成

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
予
定

期
間
よ
り
１
か
月
も
早
い
９
月
６
日
に

完
成
し
ま
し
た
。

す
で
に
造
成
さ
れ
て
い
た
敷
地
に
は

鍵蕊瀞斡竜
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造成工事が完成した君田小・中学校敷地
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ｉ
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７
月
配
日
か
ら
君
田
中
学
校
改
築
工
事
一
一

一
こ

が
、
進
め
ら
れ
、
弘
年
３
月
皿
日
に
は
、
一

一
媚
恥
一

一
ｍ
司
岑
う
す
一

完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
別
年
度
に
は
、
君
田
統
合
小

一
嘩
癖
一
」
よ
で
耗
一

学
校
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
一
幼
稚
園
改
築
工
事
が
、
Ｅ
の
１
１
‐
し
岬
岬
竜
一

一
帝
塞
蠅
峨
榊
》

さ
る
８
月
９
日
か
ら
本
町
の
高
萩
営
林

署
あ
と
敷
地
に
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て

生
木

一
》
ｒ
一

い
ま
す
。

》
》
鱸
臥
距
舜
一

９
月
１
日
か
ら
は
、
高
萩
小
学
校
の

一

屋
内
運
動
場
の
新
築
工
事
が
、
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

鋤
恥
餉
鶴
鍜
繩
縄
時
鋤
嘉
樒
通
り
１
き
一

郎
読

動
場
が
弘
年
２
月
鵡
日
の
完
成
を
め
ざ
轟
綜
故
岬
》
一

し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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I 加入しまし≦，会費は54年3月31日まで譜学生以側胴です

1－･…零続薑｡市健…貿諜一語一

『
、
、
、
『
対
、
、
、
、
、
、
、
丸
丸
、
、
、
、
、
、
託
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

みんなの
吸いがらの柊

存二斗

S懲幽
』

ミ、

、

〃2〃〃〃ｿ〃〃〃ﾉ〃〃ﾉ〃〃〃〃〃ﾉ〃〃〃〃ﾉ〃〃〃〃ｿ〃//〃ﾉ〃〃/〃/〃〃〃ﾉ〃〃／〃ﾉ〃､



(3） 市報たかはぎ 昭和53年].0月

肥
三
三
三
一
三
一
三
三
二
一
三
三
三
一
一
一
三
一
三
三
一
一
一
一
一
三
三
三
一
一
三
一
一
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
一
三
一
二
一
三
一
三
一
一
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
三
一
一
三
一
一
一

Ⅲ

日
立
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
正
し
く
納
め

Ⅲ

よ
く
考
え
て

ⅢⅢ

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

Ⅲ
ま
り
ピ
ン
と

わ
た
し
が
住
ん
で
い
る
町
に
は
、
ダ
ム
が
あ
そ
れ
か
ら

ⅢⅢⅢ
る
。
ま
だ
わ
た
し
が
小
学
５
年
生
の
時
に
、
そ
も
忘
れ
か
け

ⅢⅢ

の
ダ
ム
へ
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
に
げ
な
く
目

Ⅲ

Ⅲ
ド
キ
ッ
と
す

る
。
初
め
て
見
る
ダ
ム
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も

Ⅲ

大
き
く
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
働
い
た
の
意
見
が
裁

ⅢⅢⅢ

人
数
も
多
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
、
わ
が
気
付
か
た

ⅢⅢ

た
し
は
母
に
、

金
文

「
こ
の
ダ
ム
の
建
設
費
や
働
い
た
人
に
払
う

Ⅲ

鋤
誹

お
金
は
だ
れ
が
出
す
の
。
」

Ⅲ

と
聞
く
と
、
母
は
、

民
睡

Ⅲ

「
国
民
が
国
に
納
め
る
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

Ⅲ

る
の
ょ
．
」
五
劃
ｓ

Ⅲ

ｌ

と
教
え
て
く
れ
た
。

Ⅲ

「
国
民
っ
て
お
母
さ
ん
も
そ
の
中
に
入
る
の
」
使
わ
れ
て
い

Ⅲ
と
聞
く
と
、
・
歩
道
橋
方

Ⅲ

「
そ
う
だ
よ
。
」
ど
の
改
善
の

ⅢⅢ

と
う
な
づ
い
て
、
も
す
べ
て
士

「
税
金
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
と
い
い
、
丹

る
の
よ
・
」
も
な
い
税
全

Ⅲ

と
、
つ
け
加
え
て
教
え
て
く
れ
た
。
く
れ
る
よ
月

わ
た
し
は
そ
の
こ
ろ
、
税
金
と
い
う
も
の
を
な
ぜ
な
ら

型
三
三
一
一
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
一
三
一
一
一
三
一
三
一
一
一
一
三
一
三
三
一
三
三
三
三
一
三

中
退
金
制
度
と
は
、
法
律
に
よ
り
国

澪
フ

の
制
度
と
し
て
中
小
企
業
に
も
世
間
な

し
よ

み
の
退
職
金
が
確
実
に
支
給
で
き
る
よ

、
し

う
に
と
の
趣
旨
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
こ

ま

’

で
す
。
ノ度し

こ
の
制
度
に
は
、
つ
ぎ
の
特
色
が
あ
度
Ⅲ
り市
入

り
ま
す
．
ｌ
金
加

帝

①
月
を
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
多
額
の

の

退

退
職
金
を
確
実
に
支
給
す
る
こ
と
が

国

中

で
き
ま
す
。

に
山
山
ト
寺
ゐ

ん
に
経
済
や
社
会
の
し
く
み
の
こ
と
を
知
っ
て

使
わ
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
道
路
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し
に
と
つ

・
歩
道
橋
な
ど
を
作
っ
た
り
、
農
林
水
産
業
な
て
こ
の
で
き
ご
と
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

ど
の
改
善
の
費
用
、
ま
た
、
学
校
の
建
設
費
用
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
日
本
の
国
か
ら
、
わ
た

も
す
べ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
ば
し
の
以
前
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
よ
う
な
人
は

と
い
い
、
母
の
意
見
と
い
い
、
わ
た
し
の
根
拠
一
人
も
い
な
く
な
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。
ま

も
な
い
税
金
へ
の
思
い
ち
が
い
を
い
ま
し
め
て
た
、
国
民
全
員
が
税
金
に
つ
い
て
も
っ
と
正
し

く
れ
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
い
理
解
を
持
て
ば
き
っ
と
い
い
国
に
な
っ
て
い

な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
、
そ
の
こ
と
を
知
る
く
と
思
う
。

Ⅲ

二
一
一
一
一
一
一
三
一
三
一
三
三
一
三
一
二
一
一
三
一
二
一
三
三
三
一
三
二
一
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一
一
一
一
三
三
一
一
三
三
三
一
一
三
三
一
三
三
一
三
三
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一
一
三
一
三
三
一
三
一
一
三
三
一
一
一
一
二
一
一
三
三
一
三
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
三
一
一
一
二
三
三
一
一
一
二
一
三
三
一
一
一
司

②
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
確
実
で
す
加
入
で
き
る
企
業
は
、

澪
フ

③
退
職
金
に
は
、
国
の
補
助
金
が
つ
き
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
３
０
０
人

ｆ
《、
し
ま
す
。
（
卸
売
業
１
０
０
人
、
小
売
業
、
サ
ー

④
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施
設
を
ビ
ス
業
別
人
）
以
下
の
企
業
で
、
法
人

に
ま

設
置
す
る
場
合
の
資
金
の
融
資
が
低
企
業
で
も
個
人
企
業
で
も
加
入
で
き
ま

度
し

利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
す
。

制
入

ま
た
、
こ
の
制
度
は
、
自
社
の
退
職
く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
市
商
工
会

雌
加

金
制
度
と
も
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
（
電
②
２
５
０
１
）
か
市
商
工
課
（
電

さ
ら
に
充
実
し
た
制
度
を
設
け
る
こ
と
③
２
１
１
１
内
線
２
６
４
）
へ
お
問
い

中

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

癖

）
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一
一
一
一
二
一
二
一
二
二
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
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一
一
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一
三
二
一
一
一
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一
一
一
一
三
一
一
二
一
一
二
一
一
三
三
一
一
一
一
三
一
三
二
三
三
二
三
一
一
三
二
一
三
一
三
一
一
一
二
三
三
一
一
一
三
三
三
三
一
二
一
一
二
一
二
一
二
三
二
二
三
三
辰

正
し
く
納
め
る
の
は
損
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、
ま
で
、
自
分
で
働
い
た
お
金
を
国
に
納
め
る
こ

よ
く
考
え
て
み
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
あ
と
は
、
ば
か
ら
し
い
こ
と
だ
と
決
め
つ
け
て
い

ま
り
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
た
。
わ
た
し
は
そ
の
日
の
う
ち
に
、
そ
の
本
を

そ
れ
か
ら
何
日
か
が
過
ぎ
、
ダ
八
一
で
の
会
話
借
り
て
読
ん
で
見
て
、
今
ま
で
わ
た
し
は
大
変
川

も
忘
れ
か
け
て
い
た
頃
、
学
校
の
図
書
室
で
な
な
誤
解
を
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
悟
ら
さ
れ

に
げ
な
く
目
を
通
し
た
本
の
中
に
、
わ
た
し
が
た
の
で
あ
る
。

ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う
な
税
金
に
つ
い
て
の
一
つ
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
毎
日
通
っ
て
い
る
学
校
川

の
意
見
が
載
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
達
に
関
す
る
金
額
が
一
番
多
い
こ
と
と
、
教
科
書
Ｉ

が
気
付
か
な
い
所
に
、
国
民
の
納
め
た
税
金
が
・
机
・
そ
の
他
の
設
備
が
み
ん
な
国
民
の
納
め

７
つ
苗
牛
舎
峰
こ
卜
大
つ
戸
Ｌ
士
人

ハ
・
ぶ
つ
ｔ
戸
」
へ
↓
ら
レ
ー
ヘ
つ
Ⅲ

る
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
と
い
っ

秋山中学校2年

小野崎香織さん

て
も
よ
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

今
、
わ
た
し
は
、
あ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
感
じ
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
母
も
こ

の
こ
と
を
、
わ
た
し
に
、
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ

||l l l l I l l l l l I1 1 1 1 1 1 1 1 1 I l l l l l l l ll l l l l

第
３
回
（
９
月
）
定
例
市
議
会
が
、

９
月
過
日
か
ら
翠
日
ま
で
の
蛆
日
間
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
の
第
１
日
目
（
蝿
日
）

鈴
木
市
長
が
、
弱
年
度
の
施
政
経
過
と

現
況
の
報
告
を
し
た
あ
と
、
作
川
栄
一

氏
を
教
育
委
員
に
再
任
す
る
こ
と
で
議

会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
や
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
報

告
２
件
、
議
案
７
件
を
上
程
、
い
ず
れ

も
可
決
・
承
認
さ
れ
王
し
た
。

陳
情
・
請
願
報
告

採
択

○
市
道
路
面
舗
装
工
事
に
関
す
る
清
願

（
上
手
綱
）

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
請
願

○
簡
易
水
道
施
設
に
関
す
る
請
願

（
上
手
綱
）

○
消
火
栓
設
置
に
関
す
る
請
願
（
秋
山
）

継
続
審
査

○
高
齢
者
就
業
事
業
の
実
施
を
求
め
る

請
願

○
豊
か
な
森
林
を
と
り
も
ど
し
国
民
の

た
め
の
国
有
林
経
営
を
求
め
る
請
願

○
高
萩
保
育
所
跡
地
払
い
下
げ
に
関
す

る
請
願

○
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
請
願

○
高
萩
市
及
び
十
王
町
消
防
行
政
広
域

化
に
関
す
る
諸
事
件
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壮
年
体
力
テ
ス
ト
あ
な
た
は
？

９
月
加
日
Ｋ
Ｄ
Ｄ
衛
星
通
信
所
で
壮

年
体
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
テ
ス
ト
に
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
職
員
鋤
名
が

参
加
、
体
育
指
導
委
員
の
指
導
を
受
け

ジ
グ
サ
グ
ド
リ
ブ
ル
や
急
歩
（
１
翰
５

０
０
ど
な
ど
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
ぐ 夢
撫
撫

蕊；

慰
懸
蕊鵜 謬頓

驚蕊灘灘鴬

豊
鴬

堆

許

潔篭識舞謬4認識溌溌 識1

小
森
さ
ん
し

全
国
身
障
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

、
月
詔
・
調
日
の
２
日
間
長
野
県
で

開
催
さ
れ
る
第
皿
回
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
当
市
か
ら
小
森
正

雄
（
皿
歳
）
さ
ん
Ⅱ
高
戸
Ｉ
が
出
場
し

ま
す
。小
森
さ
ん
は
、
県
内
代
表
者
ｎ
名
の

選
手
の
中
に
選
ば
れ
、
１
０
０
メ
ー
ト

ル
競
走
と
，
走
巾
跳
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ママさんバレー ▲

高浜町チームが優勝
さる9月10日第11回高萩ママさんバレーボール

大会が、市民体育館で開かれました。

このバレーボール大会には、子どもづれのママ

さんなど13チームが参加”日ごろの練習の成果を

発揮して好試合が展開されました。

成績は次のとおりです。

優勝高浜町チーム（高浜町2対1 石塚）

2位石塚チーム 3位東本町、大和町チーム

竜〆

霧
一

〃
先
天
性
股
関
節
脱
臼
″
と
い
う
病
伸
ば
さ
れ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と

気
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
大
腿
骨
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
頭
が
、
骨
盤
の
両
脇
の
く
ぼ
み
に
う
生
後
ま
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
を
み

増
え
て
い
る
咬
傷
事
故

犬
に
咬
ま
れ
る
事
故
（
咬
傷
事
故
）

は
、
年
間
で
一
体
ど
れ
く
ら
い
あ
る
と

思
い
ま
す
か
。

昭
和
蛇
年
度
で
は
、
全
国
で
な
ん
と

約
１
万
５
千
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
犬
小
屋
な
ど

に
つ
な
が
れ
て
い
る
場
合
が
全
体
の
記

パ
１
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
放
し
飼
い
も

含
む
野
犬
の
場
合
が
弱
パ
ー
セ
ン
ト
と

は
る
か
に
多
く
な
（
’
て
い
ま
す
。

大
型
犬
は
オ
リ
に
入
れ
て

市
内
で
は
、
４
月
か
ら
９
月
中
旬
の

間
に
晦
件
の
咬
傷
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
巧
件
中
８
件
が
大
型
犬
に
よ
る
も

の
で
、
７
頭
が
秋
田
犬
で
し
た
。

大
型
犬
の
事
故
は
、
放
し
飼
い
に
よ

る
事
故
が
３
件
で
、
５
件
は
つ
な
が
れ

て
い
る
場
合
に
起
き
て
い
ま
す
。

か’きお ｛
犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

先天性

股関節脱臼 保
健
婦掴(その①）

ま
く
は
ま
ら
ず
横
に
は
ず
れ
て
い
る
状

態
を
い
い
ま
す
が
、
気
が
つ
か
ず
に
放

置
す
る
と
歩
く
の
が
遅
れ
、
歩
き
方
が

お
か
し
く
な
り
ま
す
。

昔
か
ら
日
本
で
は
、
こ
の
〃
先
天
性

股
関
節
脱
臼
″
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
従
来
使

わ
れ
て
い
た
巻
き
お
む
つ
カ
バ
ー
や
、

ベ
ビ
ー
服
な
ど
で
下
肢
が
、
強
制
的
に

大
型
犬
は
、
オ
リ
に
入
れ
て
飼
う
か

人
が
犬
の
い
る
と
こ
ろ
へ
、
は
い
れ
な

い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

も
し
、
事
故
が
起
き
た
時
は
、
被
害

者
、
加
害
者
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
健
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

野
犬
を
み
つ
け
た
ら

市
役
所
か
保
健
所
へ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
見
な
れ
ぬ
牝

犬
で
乳
房
の
大
き
な
犬
が
、
一
日
に
何

回
か
家
の
ま
わ
り
を
出
入
り
す
る
よ
う

な
場
合
は
、
分
娩
後
間
も
な
い
の
で
、

市
役
所
ま
た
は
、
保
健
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
手
数
料
が

変
り
ま
し
た

鴎
年
、
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

へ
）

る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
足

は
〃
Ｍ
字
型
″
つ
ま
り
膝
と
股
の
関
節

を
曲
げ
た
姿
勢
を
と
っ
て
恥
ま
す
。
こ

、
、
、
、
、

れ
が
自
然
の
肢
位
な
の
で
す
が
、
こ
の

肢
位
に
外
か
ら
無
理
に
力
を
加
え
た
り

す
る
と
、
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
ほ

ど
、
股
関
節
の
脱
臼
が
お
こ
り
や
す
い

状
態
に
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
取
り
扱
い
は
生
後
第
一
日

目
か
ら
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
（
次
回
は
、
具
体
的
な
扱
い
方
に

つ
い
て
）

’

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

二

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

二

一

一

一

一

二

一

一

二

一

一

二

一

一

一

一

』

○
新
し
く
登
録
を
す
る
場
合

登
録
手
数
料
３
０
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料
３
０
０
円

注
射
料
１
，
５
５
０
円

○
登
録
が
済
ん
で
い
る
場
合

注
射
済
票
交
付
手
数
料
３
０
０
円

注
射
料
１
，
５
５
０
円

犬
の
登
録
は
、
毎
年
１
回
必
ず
受
け

士
ず
し
よ
畠
ノ
。

次
の
日
程
で
、
登
録
お
よ
び
予
防
注

射
が
行
わ
れ
ま
す
。
か
な
ら
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。
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不
動
滝
の
カ
ッ
パ
の
話

島
名
大
高
‐
敏

不
動
滝
を
釣
場
に
し
て
、
釣
を
楽
し

０
十
七
□

ん
で
い
た
老
人
は
、
滝
つ
ぼ
の
近
く
の

石
に
腰
掛
け
て
釣
り
糸
を
た
れ
て
魚
を

待
っ
た
。

一
と
こ
ろ
が
こ
の
日
は
ぶ
ど
う
し
た
わ

け
か
さ
っ
ぱ
り
漁
が
な
い
。
そ
こ
で
煙

草
入
れ
を
出
し
て
、
ス
ッ
パ
、
ス
ッ
パ

と
煙
草
を
吸
っ
て
待
つ
“
て
い
た
。
、
㈱
・

卿
口
■

煙
草
を
吸
い
終
り
、
ふ
と
見
る
と
、

さ
る
９
月
皿
日
、
小
泉
は
る
さ
ん
Ⅱ

高
萩
Ⅱ
宅
に
、
１
０
０
歳
の
お
祝
い
と

し
て
県
知
事
の
代
理
倉
田
生
活
福
祉
部

次
長
が
訪
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

銀
杯
を
贈
り
ま
し
た
。

小
泉
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
贈
ら
れ
た

銀
杯
で
美
酒
を
一
、
二
杯
飲
み
ほ
し
、

Ⅱ
Ｊ
・
■
■
・
日
・
ｑ
ｊ

庭
か
僅
壱
の

h

O

叩
歳
の
小
泉
さ
ん
に

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
銀
杯

9

瞳

(その⑤） 三
三
＝

滝
つ
ぼ
か
ら
く
も
が
一
匹
出
て
来
て
、

釣
り
人
の
足
の
親
指
に
糸
を
か
ら
め

て
、
も
ど
っ
て
行
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ま
た
ぐ
も
は
も

ど
っ
て
来
て
、
親
指
に
糸
を
か
ら
め
て

帰
っ
て
ゆ
く
。
お
か
し
な
こ
と
を
す
る

も
の
だ
と
思
っ
て
、
親
指
か
ら
ま
き
つ

け
ら
れ
た
糸
を
と
っ
て
、
そ
ば
の
枯
木

の
株
に
付
け
て
お
い
た
。

や
が
て
滝
つ
ぼ
か
ら
「
ヤ
ン
サ
、
ヤ

ン
サ
」
の
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

そ
し
て
枯
木
の
株
は
、
引
き
抜
か
れ

て
、
滝
つ
ぼ
に
引
き
づ
り
込
ま
れ
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
滝
の
中
で
は
、

釣
人
の
代
わ
り
に
枯
木
の
株
が
落
ち
て

き
た
の
で
「
ワ
ハ
ハ
ッ
」
と
大
笑
い
の

鈴
木
市
長
や
、
倉
田
次
長
に
も
お
酌
を

す
る
ほ
ど
の
元
気
さ
で
し
た
。

幹

率
諜
鍛

溌
欝 〆

｝

麗
、錘

＃
》

声
が
し
た
。
カ
ッ
パ
の
悪
ふ
ざ
け
で
あ

っ
た
の
だ
。
釣
人
は
驚
い
て
早
々
に
引

き
上
げ
た
と
さ
。
目
・
ゞ
：
，
‐
．
、

昭和53年度才2期犬の登録及び狂犬病予防注射日程表延
享
二
年
、
牛
の
大
洪
水
と
言
っ
て

名
馬
里
ケ
渕
の
伝
説

”
秋
山
豊
田
武
雄

期日期日 場 所時 間場 所 時 間

０
０
‐
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
４
３
０
４
３
２
５
２
５
４
３
２
２
０
４
．
５
２
０
４
２
５

卸
、
叩
卸
、
伽
伽
・
・
鋤
：
伽
・
・
訓
・
・
加
？
、
、
・
・
伽
・
↑
叩
・
・
柳
・
・
別
．
．
”
・
・
叩
：
如
・
・
加
・
・
㈹
・
・
卸
・
・

ｎ
Ｕ
〈
ｎ
Ｗ
〉
△
『
Ｉ
▲
－
八
↓
一
４
月
半
一
岸
●
尻
』
（
Ⅱ
）
〈
叩
叩
）
屯
Ⅱ
４
、
く
〕
・
凡
ユ
ユ
Ｆ
‐
へ
り
（
．
【
》
岳
。
（
ｍ
Ｕ
ｐ
・
「
’
八
。
。
『
Ｉ
Ｌ
ｐ
・
へ
く
〉
・
●
．
〃
斗
墨
■
・
Ｐ
‐
「
〕
・
ｄ
－
ｊ
元
Ｊ
ロ
。
【
ｈ
Ｕ
。
。
《
●
ｈ
〉

『
Ｉ
Ｌ
勺
Ⅱ
ユ
『
Ⅱ
且
『
１
ユ
マ
リ
上
勺
Ⅱ
且
。
』
屯
Ⅱ
ユ
。
・
屯
１
ユ
巳
・
屯
Ⅱ
ユ
●
・
訂
Ⅱ
其
字
●
１
“
且
①
宮
司
０
４
●
・
屯
Ⅱ
４
令
Ⅱ
ユ
勺
Ⅱ
呉
弔
！
ユ
勺
Ｄ
上
可
’
Ｌ
屯
Ⅱ
ユ
屯
Ⅱ
ユ
１
０
▲
『
１
４

９
－
ｍ
一
Ⅱ
一
過
一
Ｍ
一
過
一
・
，
一
，
一
ｕ
一
過
一
皿
一
喝
一
妬
一
，
一
，
一
ｎ
－
昭
一
Ｍ
一
皿
一
過
一
略
一
随
一

9 ： 30

～10： 0(）

10 ： 10

～10： 40

10： 50 10月18日
～11 ： 20

哩,:43000 体）
14： 10

～14 ： 40

15： 00

～15 ： 30

高戸公民館

赤浜鈴木勝正氏宅前

石滝消防詰所前

石滝児童公園

石滝岡田工業所前

島名時崎商店前

旧安良川公民館跡

安良川駒形神社

10月13日大和町児童公園

（金） 春H町児童公|剴

山王児童公陰｜

赤浜｣宿児童公園

駒木原児童公|劉

和野大心苑野球場横

10月14日山手公民館

出旧秋山駐在所跡

秋山中公民館

秋山坑供給所跡

－－､一一＝_

大金田鈴木喜一氏宅前

横川鈴木重光氏宅前

棚| |鈴木清明氏宅前

横川大鳥義光氏宅前

横川持山橋

下君田松本商店前

大荷田鈴木元雄氏宅前

０
０
０
０
０
０

０
４
２
０
４
２

０
０
０
０
０
０

ヘ
厚
、
Ｊ
、
、
勺
Ⅱ
且
。
。
戸
恥
Ｊ
・
毎
ｎ
屯
》
。
。
勺
Ⅱ
且
・
・
戸
●
『
Ｊ
・
■

、
叩
〉
（
Ⅲ
）
『
Ⅱ
且
’
凡
↓
《
．
■
４
戸
、
》

１
１
１
１
１
１

９
－
，
一
，
一
画
一
皿
一
Ｍ
一

’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〉

そ
う
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
気
持
ち
が
悪
い
ん
で
、
名
馬
里
の
渕

あ
そ
こ
は
、
え
ん
の
ん
平
と
言
う
で
に
そ
の
子
供
を
か
っ
ぽ
っ
て
し
ま
つ
た

し
ょ
う
。
下
が
の
の
平
、
上
が
い
ん
の
っ
て
。

ん
平
と
言
っ
て
、
そ
う
い
う
地
名
な
ん

ん
で
、
そ
れ
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
馬

で
す
が
ね
。

里
の
渕
が
た
た
り
で
も
っ
て
、
そ
の
蛇

農
家
が
三
軒
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
だ
が
の
た
た
り
で
、
そ
の
大
洪
水
を
起
し
て

そ
こ
に
い
た
農
家
の
人
が
、
あ
の
辺
は
大
し
け
に
な
っ
た
と
い
う
、
そ
う
ゆ
う

〃
な
め
り
″
と
言
っ
て
、
馬
を
放
牧
し
評
判
な
ん
で
す
が
ね
。

た
か
ら
、
馬
を
放
牧
し
て
い
る
う
ち
に

そ
の
洪
水
の
た
め
に
ね
、
こ
こ
の
秋

そ
の
馬
が
、
そ
獣
の
を
は
ら
ん
だ
か
な
山
の
鎮
守
様
が
、
承
殿
神
社
の
も
と
の

守

ん
だ
か
で
、
そ
う
し
て
そ
の
小
馬
が
で
氏
神
様
の
社
の
あ
っ
た
の
は
、
ど
う
平

き
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
馬
塞
の
上
を
横
っ
て
い
う
ん
で
す
が
ね
。

だ
に
は
っ
て
し
ょ
う
が
ね
え
と
。

「
こ
の
話
は
、
話
者
の
言
葉
を
そ
の
ま

顔
が
馬
の
顔
で
も
っ
て
足
と
背
中
が
ま
書
き
起
し
た
も
の
で
す
。
」

蛇
の
形
し
て
る
っ
て
、
そ
う
い
う
そ
の
高
萩
市
教
育
委
員
会
内
高
萩
の
民
話

子
供
が
生
れ
だ
ん
だ
っ
て
。
調
査
編
集
委
員
会
（
電
③
１
１
３
１
）

）
一

10月19日

（刺

０
０
０
０

３
４
３
４

０
０
０
０

３
４
３
４

０
１
４
５

１
１
１
１

９
－
ｍ
一
過
一
・
Ｍ
一

高浜集会所

有明町集会所

高萩保健所

市 役 所

若栗公民館

久lll佐川庄･氏宅倉庫前

上君田藤岡商店前

大能バス停前

大能旧駐在所跡

米平バス停前

出代バス停前

中戸川公民館

鳥幹根三代商店前

10月15日

（日）

０
０
０
０
０
０
０

０
４
２
０
４
２
０

０
０
０
０
０
０
０

３
１
５
３
１
５
３

０
０
１
４
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

９
－
ｍ
一
，
一
画
一
皿
一
皿
一
喝
一

10月20日

（金）

関口公民館

千代田バス停前

10月,6日上手綱南組公民館
k手綱北組公民館

（月）
上手綱下組公民館

下手綱公民館

行人塚集会所 ｜ ’
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I
こ
の
ほ
ど
、
水
戸
検
察
審
査
会
の
検

察
審
査
員
に
、
当
市
か
ら
小
野
忠
義
さ

ん
Ⅱ
赤
浜
７
１
２
の
２
Ⅱ
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
事
件
（
不
起
訴
処
分
）

の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
た
め
裁
判
所

の
中
に
お
か
れ
た
役
所
で
、
ｎ
人
の
民

間
代
表
者
（
こ
れ
を
検
察
審
査
員
と
い

I 検
察
審
査
会
の
ご
利
用
を

市
内
で
は
じ
め
て
の
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

は
ま
な
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

託
騨
認
魂
畦1 ノ

箪
↓

検
察
審
査
員

小
野
忠
義
さ
ん

（
赤
浜
）

X

「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
考
え
て
マ

マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
結
成

し
ま
し
た
〕
」
と
語
る
小
野
み
ち
子
さ
ん

は
、
有
明
町
は
ま
な
す
マ
マ
さ
ん
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

つ
と
め
る
部
員
の
一
人
。

こ
の
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
は
、
今
年
７
月
訓
日
に
結
成
さ
れ
、

部
員
は
班
名
。

｜
‐
市
内
で
は
、
ま
だ
一
チ
ー
ム
し
か

な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
交
流
試
合
の

相
手
が
な
い
の
で
…
…
。
地
元
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
員
と
の
交
流
試
合
が
一
番

樂
し
み
の
よ
う
で
す
。
」
し
発
起
人
の

木
田
常
夫
さ
ん
は
語
る
。

う
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

詐
欺
・
交
通
事
故
な
ど
の
犯
罪
を
告

訴
・
告
発
し
た
方
や
、
犯
罪
に
よ
っ
て

被
害
を
う
け
た
方
で
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た

で
も
検
察
審
査
会
に
申
し
出
れ
ば
職
権

で
審
査
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
申
立
て
は
無
料
で
す
。
手
続
や

相
談
な
ど
は
、
水
戸
検
察
審
査
会
事
務

局
（
水
戸
市
大
町
１
の
１
の
粥
水
戸
地

方
裁
判
所
構
内
露
鋤
０
０
１
１
）
へ
ど

う
ぞ
。

ヨロ

Ⅱ

)〈

I
練
習
は
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
勤
め
て

い
る
た
め
、
日
曜
日
の
朝
５
時
か
ら
８

時
と
土
曜
日
の
夕
方
４
時
か
ら
６
時
ご

ろ
ま
で
。
「
複
合
チ
ー
ム
で
す
か
ら
、
、
ハ
レ
ー

で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も
な
ん
で
も
や
り
ま

す
。
平
均
年
齢
は
訓
歳
く
ら
い
か
な
。

子
ど
も
達
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人

間
関
係
を
深
め
て
い
る
か
ら
非
行
化
防

止
に
も
役
だ
っ
て
い
ま
す
。
」
と
木
田

さ
ん
。こ
の
有
明
地
区
で
は
、
資
原
の
再
利

用
を
ｌ
と
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
願

っ
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
廃
品
回
収

を
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
ー
ム
づ
く
り

を
し
て
い
る
。

易
Ｗ
民
農

鯵

I 役所や公社の苦情は行政相談で

今年も10月15日から「行政相談週間」か始まります。

次のとおり行政相談所を開設します。お気軽にご利用くだ

さい。 （秘密は守ります）

と き： 10月19日（木）午前10時から午後3時まで

ところ：市役所市民相談室

相談員：神長新一相談員

相談内容は、役所や公社などの仕事に対する、苦情や、

要望などについて…。

山
地
に
住
む
「
山
野
の
烏
」
で
あ
る
。

市
の
烏
「
キ
ジ
」
は
、
市
街
地
か
ら

見
え
る
西
の
山
女
に
、
無
数
に
い
る
。

近
い
と
こ
ろ
で
は
、
高
萩
高
校
の
西

側
の
道
路
に
接
し
て
、
一
家
族
が
生
息

し
て
い
る
。

庭
に
野
鳥
を

さ
る
７
月
末
に
、
大
能
を
中
心
に
、

会
員
や
、
一
般
の
方
々
が
参
加
し
て
、

一
泊
二
日
の
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ

た
。
（
地
元
の
方
左
の
御
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
）
早
朝
、
す
が
す
が

し
い
空
気
の
中
で
、
多
く
の
さ
え
ず
り

を
聞
き
な
が
ら
の
探
烏
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
っ
と
も
楽
し
い
時
で
あ
る
。

朝
食
前
の
探
烏
を
終
え
て
、
帰
途
に

つ
い
た
時
、
大
き
な
カ
ゴ
を
背
負
い
平

気
で
「
ぜ
ん
ぜ
ん
烏
が
い
な
い
や
！
」

と
話
し
て
い
る
密
猟
者
に
出
合
っ
た
の

で
あ
る
。
た
っ
た
い
ま
、
「
ク
ロ
ッ
グ

ミ
」
の
美
し
い
さ
え
ず
り
に
ご
満
悦
の

八
釦
Ｖ

（
）

東
は
太
平
洋
に
接

し
西
に
阿
武
隈
山
系

の
台
地
を
仰
ぐ
、
私

た
ち
の
住
む
高
萩
に

は
、
約
百
数
種
の
野

鳥
の
生
息
が
考
え
ら

れ
る
。
海
岸
線
が
短

く
、
池
沼
や
、
干
拓

が
少
な
い
た
め
、
水

烏
は
少
な
い
。
そ
の

大
部
分
は
、
広
大
な

密
猟
を
や
め
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
心
は
さ
か
な
で
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
密
猟
者
の
気
持
と
し
て
は
、
カ
ゴ
の

中
で
飼
い
、
身
近
か
に
見
て
い
た
い
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
っ
と
別
の
方
法

で
、
自
然
な
野
鳥
を
見
ら
れ
る
。
庭
先

や
窓
ぎ
わ
に
少
さ
な
エ
サ
台
を
つ
く
っ

て
、
。
〈
ン
く
ず
や
、
ヒ
エ
、
ア
ワ
な
ど

を
の
せ
る
と
よ
い
。
晩
秋
か
ら
早
春
に

か
け
て
、
一
羽
で
、
あ
る
い
は
、
群
を

つ
く
っ
て
く
る
も
の
な
ど
、
数
多
く
の

烏
が
集
ま
る
。

写
真
の
よ
う
に
、
毎
日
目
に
入
っ
て

く
る
ス
ズ
メ
で
さ
え
も
、
そ
の
愛
く
る

し
い
し
ぐ
さ
に
、
思
わ
ず
ほ
ほ
え
ま
し

さ
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

…

スズメの朝食
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健
康
増
進
は
害
は
あ
っ
て
も
体
の
た
め
に
は
一
つ
も
申
し
込
み
は
蛆
月
普
か
ら
習

い
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
で

ジ
ヨ
ヅ
ギ
ン
グ
で

体
力
づ
く
り
は
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
で
…

親
子
健
康
体
操
教
室

《
蝦
吋
娠
嘩
み
を
お
忘
れ
な
く
。
と
き
ｎ
月
６
日
か
ら
皿
日
ま
で
の

》
恥
背
鋤
《
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
５
日
間

峯
歪
む
／

午
前
叩
時
か
ら
ｎ
時
訓
分
ま

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
と
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

で
、
全
身
の
力
を
ぬ
い
て
ゆ
っ
く
り
走
と
き
ｎ
月
４
日
・
５
日
．
ｎ
日
・
狸
と
こ
ろ
有
明
町
集
会
所

る
こ
と
で
、
一
般
に
は
「
し
ゃ
べ
り
な
日
・
鵡
日
・
的
日
・
泌
日
土
対
象
者
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

が
ら
走
る
ス
ピ
ー
ド
」
と
さ
れ
て
い
ま

曜
日
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
通
勤
し
て
い
る
親
と
３
歳
か

す
。
ま
で
日
曜
日
は
、
午
前
９
時
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児

と
こ
ろ
が
健
康
の
た
め
と
は
い
え
、
訓
分
か
ら
ｎ
時
訓
分
ま
で
人
員
先
着
鋤
組

い
っ
た
ん
走
り
出
す
と
〃
完
走
こ
そ
美
と
こ
ろ
高
萩
小
学
校
参
加
費
親
と
子
で
８
０
０
円
（
傷

徳
″
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
、
途
中
で
対
象
者
市
内
の
小
学
校
に
通
学
し
害
保
険
を
含
む
）

棄
権
す
る
〃
勇
気
″
を
な
く
し
が
ち
で
て
い
る
２
年
生
か
ら
４
年
生
指
導
者
体
育
指
導
委
員

す
。
初
心
者
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
が
強
く
の
児
童
と
母
親
申
し
込
み
は
、
如
月
９
日
か
ら
、
月

健
康
の
た
め
の
ラ
ン
’
一
ン
グ
が
、
逆
に
人
員
先
着
卵
組
瓢
日
ま
で

命
と
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
参
加
費
親
子
で
８
０
０
円
（
傷
害
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員
会

自
分
の
体
力
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
社
会
教
育
課
（
篭
③
１
１
３
１
）
へ
ど

保
険
を
含
む
）

無
視
し
て
、
し
ゃ
に
む
に
走
っ
て
は
、
指
導
者
体
育
指
導
委
員
う
ぞ
。

１
二
豈
宮
“
ｌ
二
二
宕
・
’
一
二
二
冑
”
’
二
二
三
胃
’
二
二
二
号
’
三
二
言
口
！
”
二
三
言
ロ
ー
ニ
ニ
ニ
冑
画
ｌ
【
二
二
言
》
Ｉ
差
二
言
”
’
二
二
一
言
。
Ｉ
ロ
ー
二
言
”
Ｉ
二
言
盲
？
’
二
二
二
一
“
Ｉ
ニ
ニ
宮
・
Ｉ
二
二
二
・
’
二
一
二
宮
。
Ｉ
畠
二
百
・
Ｉ
皇

みんなが参加する文化活動
ー

鰯
親と子の劇場出演:劇団四季
とき: 10月28日(土） ◇入場料・ 大人700円

親子1,000円子ども400円ひるの部･ ･ ･午後2時開場

よるの部･ ･ ･午後5時30分開場
※入場券のお求めは､市教育委員会

ところ：高萩市民体育館 中央公民館.市民相談室でどうぞ“

主催：高萩市･高萩市教育委員会

）

今

一
る
。
こ
の
あ
た
り
の
山
道
に
さ
し
か
か

一
、
史
錐
。
…
ゞ
；
更
…

一
の
死
に
ざ
ま
は
、
「
打
た
れ
る
也
」
と

一
製
麿
鷲
ゞ
淺
羅
霊
蓉

一
州
か
、
轆
・
｜
半
ゞ
ｉ
…
虚
が
鋳
“

志
に
い
っ
た
留
守
に
、
佐
竹
義
菫
と
小
野

一
嘩
鯨
卜
⑳
赤
錨
礒
毛
評
域
錘
忙
邪
痙
壱
推
麺
薙
口
戦

一
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
死
亡
こ
の
人
物
が
、
今
は
の
き
わ
に
目
に

一
者
に
、
「
法
肝
、
二
廿
五
、
足
洗
し
ぶ
う
つ
っ
た
景
色
は
大
き
く
変
り
、
山
を

一
が
き
、
山
道
え
行
く
先
に
て
打
た
れ
る
崩
し
て
中
郷
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
造
成
さ

一
也
」
と
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
二
十
五
れ
て
い
る
。

一
日
に
、
「
足
洗
し
ぶ
が
き
」
の
法
肝
と

鑿

一
卜
浄
推
砺
椎
季
諦
罷
榊
辣
秘
鋤
埣
琴
い

一
斗
岬
罐
唾
》
根
斗
識
榊
型
司
帯
嶢
一
椅

一
窪
訓
吋
馳
琴
が
崖
紺
岼
鍬
輌
銅
」
罐
》

一
弥
吟
碓
挿
鋸
碓
切
誰
筆
”
岬
識
読
趣
味

一
道
｛
叩
掩
逢
乖
曙
壼
嗜
」
「
陛
融
眉
詣
山

一
か
か
っ
た
あ
た
り
」
の
意
味
で
あ
る
。

足
洗
か
ら
山
道
へ
行
く
さ
き
は
、
粟
野

の
千
手
堂
か
松
井
の
中
内
付
近
に
あ
た

Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｉ
ｉ
ｉ

善
意
銀
行
へ

社
会
福
祉
の
た
め
に

’
謹
呈
届

あ
、
ふ
と
う

難

○
頓
所
彰
さ
ん
Ⅱ
平
塚
市

３
９
６
円

○
山
賀
欣
次
郎
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

小
谷
松
ひ
で
子
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町

３
，
０
０
０
円
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こ
の
制
度
は
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
（
農
業
基
本
調
査
員
お
よ
び
現

各
種
統
計
調
査
の
調
査
員
を
確
保
す
る
在
ま
で
に
統
計
調
査
員
と
し

た
め
あ
ら
か
じ
め
、
統
計
調
査
員
適
任
て
委
嘱
さ
れ
た
方
は
除
く
。
）

者
を
登
録
し
て
お
く
も
の
で
す
。
○
応
募
方
法
直
接
ま
た
ば
電
話
な
ど

登
録
調
査
員
に
な
り
ま
す
と
、
市
の
で
市
役
所
庶
務
課
（
露
③
２
１
１
１

統
計
調
査
の
仕
事
は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
内
２
５
６
）
ヘ

が
、
市
や
県
が
行
う
研
修
会
な
ど
の
参
く
わ
し
い
こ
と
は
、
庶
務
課
へ
お
た

加
や
ほ
う
賞
規
定
に
よ
る
表
彰
な
ど
が
ず
れ
く
だ
さ
い
。

あ
り
ま
す
。

人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
も
登
録
調
査
員
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日
ご
ろ
、
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を

○
資
格
満
訓
歳
以
上
の
男
女
で
、
市
お
持
ち
の
方
は
遠
慮
な
く
相
談
に
お
い

内
に
居
住
し
て
い
る
方
。
で
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｉ
ｉ
一

花
い
つ
ば
い
絵
と
文
・
伊
藤
龍
馬

、一

明
る
い
街
づ
く
り
の
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
根
を
お
ろ
し
て
、
今
年
も
市
内

の
小
中
学
生
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
、
役
所
や
会
社
な
ど
で
、
色
と
り
ど
り

の
美
し
い
花
が
育
て
ら
れ
、
街
ゆ
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

F

登
録
統
計
調
査
員
制
度
が
発
足
し
ま
す

L三
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１
日
の
最
低
賃
金
が

２
，
４
１
４
円
に

改
正
さ
れ
ま
す

茨
城
県
峨
低
賃
金
（
県
内
の
事
業
所

に
働
く
す
べ
て
の
人
々
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
）
が
、
こ
の
た
び
１
日
、

２
４
１
４
円
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど

、

時
間
給
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
１
時

間
３
０
２
円
）
に
改
正
さ
れ
、
今
年
ｎ
月

か
ら
発
効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当

家
族
手
当
、
通
勤
手
当
は
除
か
れ
て
い

相
談
の
秘
密
は
、
固
く
守
り
ま
す
か
と
き
、
月
ｎ
日
か
ら
加
日
ま
で

ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
Ｉ

と
き
、
月
Ⅳ
日
午
前
加
時
か
ら
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

午
後
３
時
ま
で

補
装
具
・
補
聴
器
の
相
談

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

防
犯
運
動
の
作
品
展
、
月
幻
日
補
装
具
と
補
聴
器

ｎ
月
型
日
補
装
具
の
み

全
国
防
犯
運
動
が
加
月
ｎ
日
か
ら
訓

廻
月
醗
日
補
装
具
の
み

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

場
所
高
萩
市
研
修
会
館

こ
の
運
動
期
間
に
、
高
萩
署
管
内

持
参
す
る
も
の

（
北
茨
城
市
・
十
王
町
・
高
萩
市
）
の
小

○
源
泉
徴
収
票
か
納
税
証
明
書

・
中
学
生
の
防
犯
作
品
書
道
・
絵
画
展
○
身
体
障
害
者
手
帳
と
印
か
ん

示
会
を
催
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
狸
時
ま
で一

■
■
二
雪
二
二
二
■
■
二
二
垂
二
二
■
■
二
二
二
二
三
■
■
’
二
一
二
二
宝
■
■
二
二
二
二
二
■
■
二
毫
二
二
二
■
■
二

Ⅱ

せ
税
税

■■

吋
民
卿

Ⅱ

、
ｂ

■

日冷
大
月
県
⑬

■

お
今
市

Ⅱ■■Ⅱ一
■
■
三
三
一
三
■
■
三
一
三
三
■
■
’
三
三
三
■
■
三
二
三
二
■
■
三
二
三
二
■
■
三
二
三
三
■
■
三

く
わ
し
い
こ
と
は
、
茨
城
労
働
基
準

局
賃
金
課
ま
た
は
鰍
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
す

太
平
洋
戦
争
後
、
ソ
連
で
抑
留
生
活

を
さ
れ
た
方
、
お
よ
び
そ
の
遺
族
の
方

は
、
名
簿
を
作
成
し
た
い
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
（
朝
日
博
之
②
３
６
１
７

豊
田
耕
八
②
３
４
６
４
）

と
き
、
月
訓
日
午
後
１
時
訓
一
分

か
ら

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

講
師
糸
川
英
夫
氏

汕
胆
逆
転
の
発
想

入
場
無
料
主
催
高
萩
市
商
工
会

へ
》

講
演
会
の
お
知
ら
せ

ソ
連
抑
留
者
と

遺
族
は
ご
連
絡
を

計
量
器
は
定
期
検
査
を

計
量
器
の
定
期
検
査
を
ｎ
月
型
日
か

ら
翠
日
ま
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
所
在
場
所
：
｜
計
量
器
の
運
搬
不
可
能

な
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
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11月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで
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所
在
場
所

若
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沼
田
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店
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上
君
田
小
学
校

下
君
田

松
本
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店
前

械
川
豊
田
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店
前

烏
曽
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三
代
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店
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下
大
能

佐
川
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能
宅
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国
井
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